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9はじめに
　法政大学図書館司書課程では、2012 年度から新課
程科目を一部開講し、2013 年度からすべての科目を
開講している。新課程では、情報化社会に適応した司
書を育成することに力点が置かれ、情報に関する基礎
科目として「図書館情報技術論」が新設された。当科
目は、情報化社会の図書館司書が現場で働くために、
最低限必要となる知識やスキルを習得することを目的
に開講される。
　しかし、本学の図書館司書課程を履修する学生の多
くは「本が好き」「図書館が好き」といった理由で司書
資格を取得しようとする傾向があり、逆に「コンピュー
タが苦手」「情報技術のことはよく分からない」といっ
た学生も多く、学生の志向と情報化社会の図書館司書
に求められる資質やスキルとの間にギャップが生じて
いることも指摘されてきた。このような傾向は、他大
学でも同様にみられるであろう。
　この問題を解決するためには、導入科目の段階で、
情報技術に関する基礎的な知識や、図書館で使われる
情報技術について学び、興味や関心を涵養させたうえ
で、それ以降の科目へとつなげることが必要になるで
あろう。そこで、筆者が 2013 年度から担当した「図
書館情報技術論（法政大学科目名「図書館情報学概論
Ⅱ」）」では、学生が情報技術についての知識やスキルが、
図書館で働くために必要不可欠であることを理解でき
るように演習を重視した授業を行った。特に、日ごろ
学生がふれる機会が少ない電子書籍（iPad）や図書館
システムを使った演習を取り入れ、学生が図書館と関
連する情報技術について、体験を通して学べるように
工夫した。
１．図書館司書課程新課程
（１）背景
　30 年ほど前から、図書館には蔵書管理や、貸し出し
管理のための情報システムが導入されるようになった
が、システムを利用できるのは図書館内に限定される
ことが多かった。その状況が一変したのが、インター
ネットの登場とウェブの普及であるといえる。
ウェブの普及によって図書館の情報化はますます進
んでいる。我が国におけるインターネットの普及は、
1995 年の Windows95 の発売を契機にしているといえ
るが、その後のウェブの発展とともに、多くの図書館
がホームページをもつようになった。さらに図書館の
情報化の一例として、OPAC のウェブ化がある。OPAC
とは Online Public Access Catalog の略称であり、図書
館の蔵書を検索するシステムである。Online Public と
いう名称になっているが、ウェブの普及まではごく限
られたネットワークの中だけしか利用することができ
なかった。しかし、インターネットの登場とウェブの
普及によって、利用者向けサービスとして OPAC を
ウェブへ公開する公共図書館も増えてきた。その数は、
1997 年には都道府県立 2 館、市区町村 4 館であったが、
2005 年には都道府県立 47 館と 100％になり、2011
年には市区町村立でも 1083 館がウェブ OPAC を公開
している（注 1） 。
　また近年では、ソーシャル・ネットワークーク・サー
ビスの普及により、ツイッターやフェイスブックを活
用する図書館が急増している。たとえば、2010 年に
はツイッターを活用している国内の図書館は 10 館程
度であった（注 2）が、現在では 200 館以上がアカウン
トを持ち、情報をウェブへ発信している。
　このように急速な情報化が進んでいる状況をふまえ
ると、図書館司書としての役割が、従来の図書を扱う
専門職に加え、情報を扱う専門職としての側面をより
強く要求されるようになってきたといえるだろう。
　これまで図書館の情報化は、大学図書館を中心に進
められてきたが、今後はさらに公共図書館や学校図書
館においても同様のサービスの拡大が求められるよう
になってくるだろう。
　2006 年 4 月に、文部科学省の調査研究協力者会議「こ
れからの図書館の在り方検討協力者会議」が提出した
報告書『これからの図書館像』（注 3）では、図書館の基
本的在り方として、情報化社会においても「様々な出
版物を収集・保存し，様々なサービスを通じてすべて
の人々に提供する図書館の基本的役割は今後も変わら
ない」としつつも、これらに加えて「インターネット
等の電子情報へのアクセスを提供するとともに，電子
情報を発信あるいは保存すること」が求められると指
摘されている。
　図書館司書課程では、このような情報化に適応でき
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る図書館司書の育成が急務であるといえる。こうした
社会的要請を受ける形で、文部科学省は図書館司書課
程のカリキュラムに関する専門家会議を設置し、その
報告に基づいて 2012 年度から新課程が運用されるこ
とになった。この新課程の特色の一つが「図書館情報
技術論」の新設である。
（２）図書館法の改正と新課程
　2008 年 6 月に図書館法が改正され、第 5 条第 1 項
第 1 号では、司書となる資格として「大学を卒業した
者で大学において文部科学省令で定める図書館に関す
る科目を履修したもの」であることが新たに定められ
た。文部科学省の調査研究協力者会議の「これからの
図書館の在り方検討協力者会議」は、図書館司書資格
を取得するために大学でどのような科目を開講すべき
かを検討し、2009 年 2 月に「司書資格取得のために
大学において履修すべき図書館に関する科目の在り方
について」（注 4）の報告書を提出している。
　報告書では、これからの司書の養成内容に必要な新
たな視点として、「急速に進行する情報化に対応するた
めに、図書館の業務やサービスの基礎となる情報技術
の知識や技術の向上が必要であ」ることや、これから
の図書館では「レファレンスサービスの体制作りと質
的向上、最近注目されている課題解決支援サービスや
発信型情報サービスが重要」になっていくことが指摘
された。
　文部科学省は同報告に基づき、2009 年 4 月に文部
科学省令「図書館法施行規則」を改正し、図書館司書
課程は 2012 年度から新課程に移行することになった。
また新課程は、「これからの図書館の在り方検討協力者
会議」の報告に基づき、司書資格を取得するために必
要な単位数を、旧課程で 20 単位であったものを、新
課程では 25 単位とした。
（３）法政大学における新課程移行
　法政大学では、2012 年度から新課程科目を一部開
講し、2013 年度からすべての科目を開講し、旧課程
科目は 2014 年度まで開講することになっている。
　法政大学の新課程と法令上の科目名の対応には表 1
の通りである。新課程では、法令上の最低単位数より
も 9 単位多い 34 単位を図書館司書資格科目として開
講している。
　新課程では司書課程に関する科目を「基礎科目」「図
書館サービスに関する科目」「図書館情報資源に関する
科目」の 3 分類に分け、それに加えて「選択科目」を
設置することになっている。法政大学で開講されてい
る科目は下記の通りである。
　「基礎科目」として、「生涯学習入門Ⅰ・Ⅱ（法令科
目名「生涯学習概論」）」「図書館情報学概論Ⅰ（法令科
目名「図書館概論」）」「図書館情報学概論Ⅱ（法令科目
名「図書館情報技術論」）」「図書館制度・経営論」を開
講している。
　「図書館サービスに関する科目」として、「図書館サー
ビス概論」「児童サービス論」「情報サービス論」「情報
サービス演習」を開講している。
　「図書館情報資源に関する科目」として、「図書館情
報資源概論」「情報資源組織論」「情報資源組織演習」
を開講している。
　選択科目として、「図書館演習（法令科目名「図書館
基礎特論」「図書館総合演習」）」「図書館情報資源特論」
を開講している。
　法政大学のカリキュラムで特徴的な点は、法令上の
「図書館概論」を「図書館情報学概論Ⅰ」、「図書館情報
技術論」を「図書館情報学概論Ⅱ」として開講してい
ることである。学生が１年次から履修できる図書館司
書課程の基礎科目として、「図書館情報学概論Ⅰ」で図
書館学の基礎を、「図書館情報学概論Ⅱ」で情報学の基
礎を学べるように意図してカリキュラムを組んでいる。
また、「図書館基礎特論」と「図書館総合演習」を組み
合わせて「図書館演習」を開講しており、より発展的
な内容を扱えるカリキュラムになっている点にも特色
があるといえる。
No 旧課程 法令科目名 法令上単位数 No 区分 新課程 法令科目名
法令上
単位数 法政大学における科目名
法政大
単位数
1 生涯学習概論 1 1 生涯学習概論 2 生涯学習入門Ⅰ・Ⅱ 4
2 図書館概論 2 2 図書館概論 2 図書館情報学概論Ｉ 2
3 図書館情報技術論 2 図書館情報学概論ＩＩ 2
3 図書館経営論 1 4 図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 2
4 図書館サービス論 2 5 図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 2
6 児童サービス論 1 6 情報サービス論 2 情報サービス論 2
5 情報サービス概説 2 7 児童サービス論 2 児童サービス論 2
7 レファレンスサービス演習 1
8 情報検索演習 1 8 情報サービス演習 2 情報サービス演習 4
9 図書館資料論 2 9 図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 2
10 専門資料論 1
11 資料組織概説 2 10 情報資源組織論 2 情報資源組織論 2
12 資料組織演習 2 11 情報資源組織演習 2 情報資源組織演習 4
選択 情報機器論 1 選択 図書館基礎特論 1
選択 図書館特論 1 選択 図書館総合演習 1
（必要単位数） 20 選択 図書館情報資源特論 1 図書館情報資源特論 2
（必要単位数） 25 （必要単位数） 34
4
基礎科目
図書館サー
ビスに関す
る科目
図書館情報
資源に関す
る科目
選択 図書館演習 
表1　旧課程と新課程の比較
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２．図書館情報技術論
（１）「図書館情報技術論」の位置づけ
　表１の移行表を見れば明らかなように、「図書館情報
技術論」は他の必修科目とは異なり、新課程で新しく
設置された科目であり、情報化の進展に対応した能力
を育成するために新設された。
　授業の内容として文部科学省が示しているのは「図
書館業務に必要な基礎的な情報技術を修得するために、
コンピュータ等の基礎、図書館業務システム、データ
ベース、検索エンジン、電子資料、コンピュータシス
テム等について解説し、必要に応じて演習を行う」こ
とであり、授業で扱う項目として表２の 10 項目を例
示している。
（２）関連研究
　2013 年 4 月の時点で刊行されていた「図書館情報
技術論」の教科書となるような書籍は、『図書館情報技
術論（学文社：ベーシック司書講座）』（注 5）と『図書館
情報技術論 : 図書館を駆動する情報装置（ミネルヴァ
書房：講座・図書館情報学）』（注 6）だけであり、その後、
『図書館情報技術論（学文社：ライブラリー図書館情報
学）』（注 7）が刊行されたにとどまる。他の図書館司書科
目と比べると、テキストが十分にそろっていない状況
であるといえるだろう。
　関連する研究や実践報告も、新設科目ということも
ありあまり多くはないが、どのように授業を組み立て
たらよいか、試案がいくつか出されている。たとえば、
原田（2011）は、「図書館情報技術論」の授業試案と
して演習に 4 コマの時間をとる A 案と、演習を行わず
にすべてを講義形式で行う B 案を提示している（注 8）。
A 案では API を使った演習など高度な内容を例示して
いるが、教える内容と演習にかける時間を考慮すると、
演習を行わない時間割を検討する必要があるとしてい
る。また、吉田ほか（2011）は、演習の重要性を指摘し、
「情報資源組織論」において相当数の演習を行うことを
提案している（注 9）。
　司書課程科目以外との関連性では、水島（2011）は
「図書館情報技術論」で扱う内容が、従来の司書課程の
授業範囲だけでなく、情報教育や IT パスポート試験と
いった情報処理の分野を含むものであることを示唆し
ている（注 10）。
　これらの研究をふまえて、横谷（2012）は「図書館
情報技術論」が図書館業務に関わる基礎的な情報通信
技術を理解するために、さまざまな実例から用語や概
念を解説する授業になると指摘したうえで、技術革新
にともなう変化が非常に速いために、演習に時間をか
ける意義が大きくはなく、2 コマ程度の演習にとどめ
るのが良いという試案を提示している（注 11）。
３．法政大学「図書館情報学概論Ⅱ」（2013年度）
（１）法政大学での状況分析
　「図書館情報技術論」の授業について、文部科学省は
「必要に応じて演習を行う」よう示し、また関連研究に
おいても、情報と関連する科目であるため演習の重要
性がたびたび指摘されている。しかし、さまざまな制
約があるため、演習よりも講義で概要を説明する授業
運営をめざす方がよいだろうという議論も見受けられ
る。
　これらの背景として、受講生数に応じたコンピュー
タ教室の確保や、定員の設定など、演習を主体として
行う授業を実施しづらい状況があることが一因として
考えられる。そこで、筆者が 2013 年度から担当した「図
書館情報学概論Ⅱ」（秋学期）（法令科目名称「図書館
情報技術論」）では、どのような授業運営が適している
のかを、本学の実状と併せて検討した。
　①学生の傾向
　法政大学の図書館司書課程の受講生の多くは、文学
部日本文学科の学生であり、これまでのアンケート調
査等から「司書になりたい」「本が好き」「図書館が好き」
といった理由で図書館司書課程を履修する傾向が強い
ことが示されている。一方、文系の学生が主体となる
ため「コンピュータが苦手」という学生が多い傾向に
あり、そのような学生に図書館の情報化や図書館情報
技術について理解させることが必要になる。
　また、法令上の「図書館情報技術論」は、法政大学
では、カリキュラム移行の関係上「図書館情報学概論
Ⅱ」という名称で開講される。さらに、春学期には「図
書館情報学概論Ⅰ」（法令上科目名「図書館概論」）が
開講されるが、両者は内容が前期・後期とつながって
いるわけではない。しかし、学生から見れば「図書館
情報学概論Ⅰ」と「図書館情報学概論Ⅱ」がつながっ
た一科目に見えてしまう弊害もある。いわば、「図書館
概論」と「図書館情報技術論」が一つの科目のように
見えてしまうので、「図書館情報学概論Ⅱ」が「図書館
表２　「図書館情報技術論」授業内容
図書館業務に必要な基礎的な情報技術を修得するために、コン
ピュータ等の基礎、図書館業務システム、データベース、検索
エンジン、電子資料、コンピュータシステム等について解説し、
必要に応じて演習を行う
１）コンピュータとネットワークの基礎
２）情報技術と社会
３）図書館における情報技術活用の現状
４）図書館業務システムの仕組み（ホームページによる情報の
　　発信を含む
５）データベースの仕組
６）検索エンジンの仕組
７）電子資料の管理技術
８）コンピュータシステムの管理（ネットワークセキュリティ、
　　ソフトウエア及びデータ管理を含む）
９）デジタルアーカイブ
10）  最新の情報技術と図書館
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情報技術論」であり「図書館情報学概論Ⅰ」とは内容
が異なることを伝える必要がある。
　さらに、法政大学で開講されている図書館司書課程
科目の中では「生涯学習入門Ⅰ・Ⅱ」と「図書館情報
学概論Ⅰ・Ⅱ」だけが 1 年次から履修できる科目であ
ることや、「概論」として開講されることをふまえ、基
礎的な授業内容にする必要性があると考えられる。
　②環境
　本学ではコンピュータ教室が比較的多いこともあり、
授業時間帯を調整すればコンピュータ教室を確保でき
る状況である。また、コンピュータ教室を使う授業には、
大学として TA を配置する方向性があり、「図書館情報
技術論」であっても例外ではない。このように、「図書
館情報技術論」の授業で、電算教室を使って演習を取
り入れながら授業を行うための環境が整っている。
　これらの条件を考慮し、コンピュータ教室で授業を
行うことにした。また TA として、司書課程の授業を
履修したことがある国際文化研究科の大学院生が就く
ことになった。
（２）授業の目的と運営方針
　図書館員として仕事をする際には、図書館に関連す
る情報技術について最低限の知識や技術が必要になり、
現代の図書館は情報技術とは無関係ではいれられない
ことを、初学者である学生が実感でき、図書館情報技
術に関心を持てるような授業を展開することが重要に
なると考えた。また、「コンピュータは苦手」と思って
いる学生であっても、苦手意識を持つことなく、情報
化社会に適応した図書館・司書像を理解できる授業運
営を目指した。
　そこで、「図書館情報学概論Ⅱ」の開講にあたっては、
情報技術について具体的にイメージを持てるように、
演習を多く行うことにした。特に、電子書籍や図書館
システムを理解するために、iPad を使った電子書籍演
習や、オープンソースの図書館システム Enju-Leaf を用
いた図書館システム演習などを行うことで、抽象的な
内容であっても、具体的な体験を通して理解すること
ができると考えた。
　また、インターネットやコンピュータの進歩につい
ては、パワーポイントや動画を用い、技術的な側面だ
けでなく歴史的な背景を紹介することで、学生の理解
を深められるようにした。授業の復習をしやすくする
ために、講義で使うパワーポイントや教材はすべて本
学の図書館司書課程専用 LMS（HULiC）に集約させた。
（３）授業で扱う内容
　「図書館情報学概論Ⅱ」で取り扱った内容は、表 3 の
14 項目とした。文部科学省の提示する 10 項目を網羅
しつつ、かつ文系の学生が理解しやすいように、前半
でコンピュータの基礎的な知識、後半に図書館の情報
化について扱えるように工夫した。さらに、扱う内容は、
図書館における情報技術を理解するだけでなく、大学
生活や図書館以外の職種に就職してからでも役に立つ
ICT の基礎的内容になるように配慮した。
（４）各回の授業概要
　各回の授業では、なるべく講義だけでなく、講義で
扱った内容について具体的な演習を通して理解を深め
られるように授業を行った。
　授業の前半では、コンピュータやインターネットの
基礎知識を扱い、後半では情報技術がどのように実際
の図書館で使われているかを体験的に理解できるよう
にカリキュラムを組んだ。各回の簡単な概要を下記に
示す。
　第1回：オリエンテーション
　ガイダンス・HULiC のアカウントの確認・授業前ア
ンケートの実施。
　第2回：コンピュータの基礎知識
　2 進数と 10 進数の違い。10 進数を 2 進数に変換す
る・2 進数を 10 進数に変換する・2 進数の足し算など
の演習。情報の単位であるビットとバイトの違い。ネッ
トの通信速度の単位 bps。
　第3回：コンピュータの5大要素
　授業で使う HULiC の掲示板に自己紹介を書き込み。
WYSIWYG エディタの機能を理解する演習、ならびに
自己紹介。コンピュータの 5 大要素。
　第4回：コンピュータの5大要素・計算機の歴史
　使っている PC のスペックの調べ方。HULiC のデー
タベースに、コンピュータ教室で使っている PC のス
ペックを入力する演習。
　第5回：計算機の歴史
表３　「図書館情報学概論Ⅱ」授業内容
項目 主に扱う内容
コンピュータの基礎知識
2 進数と 10 進数、バイトとビット、
bps
コンピュータの 5 大要素
CPU、メモリ、HDD、ディスプレイ、
キーボード
計算機の歴史
アンティキティラ島の機械から電
子計算機の登場
インターネットの歴史
ARPANET からインターネット・
ウェブへ
インターネット技術の基礎
知識
IP アドレス、DNS、パケット通信
ウェブの歴史
ウェブの誕生と普及、ブラウザの
歴史・シェア
ハイパーテキスト MEMEX、XANADU
情報化社会を考える
NHK スペシャル「コンピュータ革
命：最強×最速の頭脳誕生」
サーチエンジンと Google サーチエンジンの歴史、Google
学術情報の電子化 CiNii、機関リポジトリ
電子書籍と図書館 iPad を使った電子書籍実習
デジタルアーカイブ 国立国会図書館、青空文庫
図書館システム Enju を使った図書館システム実習
セキュリティ対策
WindowsUpdate とセキュリティソ
フト、セキュリティ関連法規
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　ギリシャのアンティキティラ島で発見された古代の
機械から、そろばん・計算機の歴史。電子計算機の登
場からマイコン・PC の誕生。
　第6回：情報化社会を考える・インターネットの　
歴史・インターネット技術の基礎知識
　ウェブの普及と図書館、ウェブ OPAC の登場。法政
大学 OPAC と千代田図書館やカーリルを比較する演習。
インターネットの歴史。インターネットの基礎技術と
して IP アドレスの仕組み。Windows の ipconfig コマン
ドを使い、自分が使っている PC の IP アドレスを調べ
る演習。
　第7回：インターネット技術の基礎知識・ウェブの
歴史
　DNS（Domain Name System）。Windows の nslookup
コマンドを使い、さまざまなウェブサイトの IP アドレ
スとドメインネームを変換する演習。ウェブの歴史と
ブラウザの歴史とシェア。
　第8回：ハイパーテキスト・情報化社会を考える
　ハイパーテキストの歴史として、ヴァネヴァ ・ーブッ
シュの MEMEX 構想とテッド・ネルソンのザナドゥに
ついて動画を用いて解説。
　前半では歴史を扱ってきたので、情報化社会の未来
について考えるために、NHK スペシャル「コンピュー
タ革命　最速×最強の頭脳誕生」のビデオを視聴。
　第9回：サーチエンジンとGoogle
　NHK スペシャル「グーグル革命」の映像を用いて、
検索エンジンの仕組み、Google の歴史、Google のビジ
ネスモデル。
　第10回：学術情報の電子化・電子書籍と図書館
　学術情報の電子化として、近年のオープンアクセス
運動。法政大学機関リポジトリや CiNii で論文検索する
演習。
　iPad 演習として、iPad の基本的な使い方や掲示板・
チャットの利用、電子書籍の機能を体験。
　第11回：電子書籍と図書館・デジタルアーカイブ
　iPad 演習の続き。公立図書館における iPad 利用例。
大学図書館における iPad 利用例。デジタルアーカイブ
の「プロジェクトグーテンベルク（ProjectGutenberg)」
や「青空文庫」を検索する演習。国立国会図書館のデ
ジタル・アーカイブの事例。
　第12回：図書館システム
　図書館システムについて。法政大学図書館・明治大
学図書館・新宿区立図書館・（独）物質材料研究機構図
書館などの各図書館の OPAC の違いを比較する演習。
　第13回　図書館システム
　Enju 演習としてオープンソースの図書館システムを
使った演習。図書を図書館システムに登録して、貸出・
返却をする。
　第14回　セキュリティ対策
　コンピュータ管理の基本として、まずは身近なセキュ
リティ対策を理解する。WindowsUpdate やセキュリ
ティソフトの必要性。Mac のセキュリティ対策。セキュ
リティに関する関連法規。
　第15回　授業の振り返り
　これまで扱ってきた内容をパワーポイントで振り返
り、授業で扱った内容を再確認させる。振り返りアン
ケートを実施。
（５）学生の成績評価
　学生の成績評価は、出席点 30%、小課題レポート
40%、最終課題レポート 30%、とすることをシラバス
に明記し、授業でもたびたび伝えた。
　小課題レポートの概要は次のとおりである。課題 1
は、普段使っている PC のスペックを調べて、データ
ベースに登録する。課題 2 は、カーリルを使った感想
と、法政大学図書館の OPAC との比較を 600 字以上で
まとめる。課題 3 は、現在読んでいる、または、これ
から読みたいと思っている本が、電子書籍として販売
されているかを 5 冊以上調べ、調べた感想をまとめる。
課題 4 は、授業の振り返りを行い、振り返りのアンケー
トに回答する。
　また最終課題は、授業の内容をふまえて、①「コン
ピュータやウェブと図書館」について、②「Google と
図書館」について、③「電子書籍と図書館の未来」に
ついて、④「図書館と情報技術」について、の 4 つのテー
マから１つを選び、2000 字以上のレポートにまとめる。
（６）HULiC（NetCommons）の活用
　図書館司書課程に導入されている情報システムの
HULiC（NetCommons）を積極的に活用した。
　①授業用ルームのデザイン
　授業のルームを開くと、授業で使う教材が表示され
るようにモジュールを配置した。また、課題提出先や、
授業感想を書く掲示板などの項目ごとにメニューを作
成し、学生がどこを見ればよいのかを直感的に理解で
きるように工夫した（図 1）。
図1　HULiCのルームデザイン
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　②日誌モジュールによる授業資料の提示
　各回の授業で使う資料は、日誌モジュールを利用し
て配信した。また、授業で使ったパワーポイントは授
業後に PDF に変換し、アップロードした。
　日誌モジュールのカテゴリー機能を使い、授業ごと
に必要なページを選択できるようにした。こうするこ
とで、アクセスしたい授業回の内容をすぐ確認できる
うえ、授業回ごとにページを追加するよりも、メニュー
がシンプルになるメリットがある。
　③掲示板モジュールによる授業感想の提出
　毎回の授業感想は、HULiC 上で提出させた。授業の
感想を書くための時間を取るようにし、授業中にも感
想やメモを書き込めるように、授業前にスレッドを立
てておくようにした。
　④汎用データベースモジュールの活用
　課題 1 の PC スペック調べの提出先として、汎用デー
タベースモジュールで構築したデータベースを用いた。
　第 4 回目の授業で、コンピュータ教室で使っている
PC の仕様を調べてデータベースに登録する演習を行
い、同じ手順で、学生が日ごろ使っている PC のスペッ
クを調べて登録する作業を課題とした。データベース
を使うことで、入力作業をスムーズに進めることがで
きた。（図 2・3）
 
　⑤レポート課題の提出先
　課題提出のページを作成しメニューに載せることで、
レポート課題や最終課題をどこに提出すればよいのか
を学生が一目で理解できるようにした。また、レポー
トモジュールを用いたことで、教員は課題の提出状況
を一覧できるようになった。
　⑥動画配信モジュールの活用
　授業で扱った動画で共有できるものは、動画配信モ
ジュールを使ってアップロードし、学生が授業を休ん
だ場合や、授業の復習に活用できるようにした。
４．演習内容
　本授業で行った演習として「iPad を用いた電子書籍
演習（iPad 演習）」と「Enju-Leaf を用いた図書館シス
テム演習（Enju 演習）」の内容について詳しく述べる。
（１）iPad演習：iPadを用いた電子書籍演習　
　授業 1 回目に行った授業前アンケートでは、実際に
タブレット端末を持っている学生は 3 名（11%）、電子
書籍を購入したことがある学生は 3 名（11%）と、少
数にとどまっていた。
　図書館においてタブレット端末を貸し出す事例や、
電子書籍をそろえる事例が増えている。学生が電子書
籍や電子図書館について具体的にイメージを持ち、理
解を深めることを目的に演習を行った。今回の演習で
は、図書館司書課程の備品の iPad を用いたが、貸し出
せる台数の制限から、2 人で 1 台、もしくは 3 人で 1
台を共有して交互に使用させた。
　電子書籍の特徴として、文字のフォントや大きさを
変えることができる点があるが、すべての電子書籍に
この機能があるわけではない。電子書籍は、ユーザー
が文字の大きさやフォントを変更できるリフロー型と、
変更できないノンリフロー型に分類することができる。
一般的に、小説など文が多い電子書籍はリフロー型、
雑誌などの誌面デザインを固定させたい場合にノンリ
フロー型が採用される。また、同じタイトルの電子書
籍であっても、販売元が異なると段組みやフォントが
異なることも多々ある。これまでの紙に印刷された書
籍は、文字サイズ、フォント、段組みが固定されてい
たが、電子書籍となることでユーザーがこれらを選択
できる。フォントサイズや段組みなどを変えると、ペー
ジ数が変わってくることも電子書籍の大きな特徴の一
つであるといえる。
　しかし、このような違いは実際に電子書籍を手にとっ
てみなければ、なかなか実感することが難しい。そこで、
iPad を使った演習として次の内容を行った。
　オンライン上の Apple Store で販売されているス
ティーブ・ジョブズの伝記『スティーブ・ジョブズ』（注
12）と紀伊国屋の電子書店アプリ「kinoppy」（注 13）で購
入できる『スティーブ・ジョブズ』を使って、どのよ
うな違いがあるか比較する演習を行った。この両者は、
図2　データベース入力フォーム
図3　学生が作成したコンテンツの一例
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デフォルトのフォントや文字の大きさ、段組みが異な
る。さらに、フォントの選択や文字の大きさの変更な
どが行えるため、学生にとっては同じタイトルの電子
書籍であっても体裁が異なることを体験できる。
　また、インタラクティブな電子書籍として、iPad が
登場したころに話題となった『Alice for the iPad-Lite』
（注 14）を全ての iPad にインストールして授業で演習さ
せた。このアプリは『不思議の国のアリス』をもとに、
画面にタッチしたり向きを変えたりすることで、画面
上のオブジェクトが動くしかけが多数ほどこされてい
る。演習のためにインストールしたのは、製品版では
なく無料の体験版にあたるものだが、途中までは製品
版と同じようにふれることができる。
　大学図書館における iPad 利用の一例として、一橋大
学附属図書館の例を紹介した。一橋大学図書館は、情
報検索のためのツールとして iPad2 を館内貸し出しし
ている。さらに、iPad やタブレット端末向けに紀要や
図書館案内を電子書籍化して公開している。図書館に
おける電子書籍やタブレット端末の先進的な活用例と
して紹介した。
　公開されている論文等を用いて、iPad 向けの電子書
籍と、紙の印刷物とで、ページ数が異なってくること
を学生に体験させた。
　授業後の学生の感想では、「電子書籍のサイトがた
くさんあることに驚いた。電子書籍はまだそんなに普
及していないイメージがあったので、サイトや本の種
類も少ないように思っていたが、想像と違ったので驚
いた」「アリスの絵本のように電子書籍の良さを生かし
たものや、バックの明るさ・フォント・大きさを変え
られる、持ち運びが楽など非常に便利だと思いますが、
紙の書籍にも言葉では言い表せないような良さがある
のでこのまま電子書籍化が進んでしまうことが悲しい
です」「iPhone を使っていますが、iPad は初体験だっ
たのでとても楽しかったです。想像より少し重いよう
に感じましたが、その分画面は大きく見やすかったで
す。電子書籍も実際の本のサイズとあまり変わらない
ので違和感をそれほど感じずに読むことができそうで
す」というように、タブレット端末や電子書籍の書式
についての理解が深まったという回答が多くみられ、
演習の目的を達成することができたと考えられる。
　また、電子書籍は販売しているオンラインストアに
よって品ぞろえが大きく異なる状況である。そのこと
を学生が体験できるように、自分が読みたいと思って
いる図書が電子書籍として販売されているかを調べる
課題 2 を出した。
（２）Enju 演習：Enju-Leaf を用いた図書館システム演
習
　普段学生は、利用者として OPAC や図書を借りる際
に図書館システムの恩恵を受けているが、図書館員の
立場でシステムを使ったことがないため、図書館シス
テムについての講義だけで十分に理解することは難し
いと考えられる。そこで、一部の図書館で実際に使わ
れている Enju-Leaf（注 15）というオープンソースの図書
館システムを用いた演習を行った。
　図書館システムとは、図書館で使う業務システムの
総称であり、窓口業務や管理業務のための機能を備え
ている。現在では、サーバに導入しブラウザ上で利用
する運用が主流となっている。
　多くの図書館システムは有料で販売されているが、
価格が高価なことで、図書館経費のかなりの部分を図
書館システムが占めることになり、本来図書館運営に
必要な人件費や資料費を圧迫していることが指摘され
ている（注 16）。このような問題点を解決するための方法
の一つとして、無料のオープンソースの図書館システ
ムの開発も行われている。その一つが Enju-leaf であり、
現在、環境省図書館や南三陸市図書館などで実際に利
用が始まっている。
　授業のために新しく図書館システムを構築すること
は困難であるので、Enju-Leaf プロジェクトが配布して
いる VM-Player 用仮想マシンをサーバとして動かし、
演習で使うことにした。演習のために、筆者のノート
PC に VMware Workstation をインストールし、ノート
PC をサーバとして動くようにした。コンピュータ教室
でのノート PC 利用にあたっては、事前に情報センター
に持ち込む PC の使用申請を出し、大学のネットワー
クに接続できるようにした。
　授業では、Enju 演習に入る前に、図書館システムが
どのような機能を備えているのか、法政大学図書館・
明治大学図書館などの図書館の OPAC の機能を比較す
る演習を行い、図書館が導入するシステムによって利
用者に提供できるサービスが異なってくることを体験
させた。
　Enju 演習では、学生一人一人に図書館員の権限があ
るアカウントを発行し配布した。学生は受け取った ID
とパスワードで Enju にログインし、利用者としてでは
なく図書館員として、蔵書登録したり、貸し出し返却
処理をしたりすることで、図書館システムがどのよう
なものかを体験する演習を行った（図 4）。
図4　Enju-Leaf 画面
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　授業後の学生の感想には「実際には自分で登録した
蔵書を自分で借りる、自作自演？みたいなことをした
だけですが、なんだかわくわくして素直に楽しめま
した」「実際に本の情報を登録する作業を行ってみて、
ちょっと実際に図書館の職員になったような気分にな
りました」「自分で貸出本の登録を体験できて、とて
も楽しかったです。司書さんはこういう仕事をしてい
るんだな、というのを身近に感じることができました」
といった記述がみられ、実際に図書館システムを体験
することで、図書館システムについての関心が高まっ
たと考えられる。
５．学生による授業評価
　授業 1 回目には受講生の受講理由や、興味がどこに
あるかなどを確認するために「授業前アンケート」を
実施した。また、授業の評価としては FD の「授業評
価アンケート」を 14 回目に、当授業独自の「授業後
アンケート」（授業の振り返り）を 15 回目に実施した。
　FD アンケートの結果はまだ告知されていないため、
本稿では本授業独自に行ったアンケートを中心に本実
践の評価・考察を行う。
（１）授業前アンケート
　授業 1 回目に学生へアンケートを行った。回答数は
1 回目の授業に出席した 28 名である。
　実際に司書資格を取りたいと思っているのかを聞い
たところ、「ぜひとも資格を修得したい」が 19 名、「で
きれば資格を修得したい」が 8 名、「わからない」が 1
名であった。司書資格を取りたいと思う動機について
の自由記述を詳しく調べたところ、「司書になりたい・
図書館で働きたい」が 13 名、「資格を取得したい」が
11 名、「本が好き」が 10 名、「本に関する仕事がした
いから」が 4 名という内訳であった。
　過去の傾向と同様に、図書館で勤務するために司書
資格を取りたいと目的意識を持って受講している学生
がいる一方で、本が好きなので司書課程を履修したと
いう学生も一定数いることが示された。
（２）授業後アンケート
　授業後アンケートは 15 回目の授業中に実施し、当
日の出席者 24 名全員が回答した。
　①　興味深かった内容
　授業で扱った 14 の内容について、もっとも興味深
かったこと・もっと時間をかけてほしかったこと（複
数回答可）・あまり時間をかけなくてもよいと思ったこ
と（複数回答可）、を聞いた。もっとも興味深かった
ことで、一番回答が多かったのは「電子書籍と図書館」
が 11 名（46%）で、2 番目は「図書館システム」3 名、
3 番目は「コンピュータの基礎知識」「情報化社会を考
える」「学術情報の電子化」が 2 名であった。
　もっと時間をかけてほしかったことで、一番回答が
多かったのは「図書館システム」が 12 名（50%）で、
2 番目は「電子書籍と図書館」が 8 名、3 番目「学術
情報の電子化」が 7 名であった。
　あまり時間をかけなくてよいことで、一番回答が多
かったのは「計算機の歴史」が 15 名（63%）、2 番目は「コ
ンピュータの基礎知識」が 5 名、3 番目は「インターネッ
トの歴史」「ウェブの歴史」「回答なし」が 4 名であった。
（図 5・6・7）
 
　②　授業で学んだこと
　授業を受けて、どのようなことを学ぶことができた
と思うかを自由記述で回答させた。
　学生の記述内容には、「初めはコンピュータと図書
館の何が関係あるのだろう、歴史を知ってどうなるの
だろうと思ってしまいました。しかし後半で情報社会
という現状、図書館にとってコンピュータ等は切って
も切れない関係であるということを学び、相手（コン
図5　もっとも興味深かった内容
図7　あまり時間をかけなくてもよいと思う内容
図6　もっと時間をかけてほしかった内容
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ピュータ等）自体を知ることで見えてくることがある
のだと学びました」「最初は何故司書の授業でパソコン
なのだろうと思いましたが、授業を通じてこれから必
要な情報であった」「電子書籍の普及など情報化社会の
影響を図書館も少なからず受けていて、図書館司書に
とっても情報を学ぶことはとても大切であるというこ
と」「パソコンを使ったシステムや書籍が電子化してい
く上でのことなど、図書館運営のために多くを求めら
れていることが学べたと思う」といった、図書館情報
技術について学ぶことができたという回答を 24 名全
員がしていた。学生は、情報化によって図書館が大き
な影響を受けていることや、図書館が提供するサービ
スと情報技術は切り離して考えることができないこと
や、図書館で働く際に基礎となるコンピュータの知識
を習得できたと考えていることが示された。
　③　演習の評価
　授業で行った iPad 演習と Enju 演習、そして HULiC
が学習をするうえで役に立ったかを「5．とてもそう思
う」「4．そう思う」「3．ふつう」「2．あまりそう思わ
ない」「1．そう思わない」の 5 件法で聞いた。
　iPad 演習については、「5．とてもそう思う」9 名、
「4．そう思う」が 14 名という結果であった（図 8）。
　Enju 演習については、「5．とてもそう思う」8 名、
「4．そう思う」が 12 名という結果であった（図 9）。
　HULiC の利用については、「5．とてもそう思う」7 名、
「4．そう思う」が 15 名という結果であった（図 10）。
　学生たちは、授業で行ったこれらの演習やシステム
が、学習する上で役に立ったと考えていることが示さ
れた。
 
④　授業評価と次年度への課題
　アンケートでは、「授業全体についての評価と感想」
と「来年度に向けて、授業を改善した方が良いと思う
こと」を自習記述で回答させた。
　授業全体の評価としては、「iPad を実際に使ったり、
図書館システムを体験したり、電子書籍をしらべて比
較してみたりという参加型の授業はとても興味深く面
白かった」「電子書籍を手に取る機会がなかったので授
業内で実際に使用できてとても楽しかった」「iPad や
Enju など普段できないことを体験することができて楽
しかった」「iPad や Enju の実習など、実際に体験して
みる授業などがあってよかった」といった、体験型の
学習をすることがよかったと回答した学生は 13 名で
あった。次に「google の仕組みやセキュリティのこと
など、自分がコンピュータを使う際に参考にできるこ
とが多かったため、非常に興味がわき、関心を持って
授業に臨めた」「コンピュータに関する基礎的な知識を
学べてよかった」というコンピュータに関する基礎知
識を習得できてよかったと回答した学生は 12 名であっ
た。どちらかの回答をした学生は 22 名（92%）であり、
授業の目的を達成することができたといえるだろう。
　また、授業の最終課題レポートは、①「コンピュー
タやウェブと図書館」について、②「Google と図書館」
について、③「電子書籍と図書館の未来」について、④「図
書館と情報技術」について、の４項目から学生に選択
させて書かせた。学生の選択状況は①が 2 名、③が 23
名、②と④は 0 名であった。9 割の学生が電子書籍と
図書館についてレポートを作成したことになり、図書
館における電子書籍利用について学生が関心を持つよ
うになったことを示す結果であった。
図8　iPad演習は学習の役に立ったか
図9　Enju演習は学習の役に立ったか
図10　HULiCは学習の役に立ったか
表4　アンケート結果
設問（有効回答数） 平均（SD）
iPad を使った実習は、電子書籍について理解
するために役に立ったと思いますか（n=24）
4.21
(.71)
Enju を使った実習は、図書館システムを理解
するために役に立ったと思いますか（n=23）
4.00
(.70)
HULiC は、学習をするうえで役に立ったと思
いますか（n=24）
4.21
(.57)
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　一方、「春学期（「図書館情報学概論Ⅰ」）と秋学期（「図
書館情報学概論Ⅱ」）でやっている内容が全然違う」と
いう感想や、「図書館情報学概論Ⅰでは図書館の歴史な
ど実際の職務とは離れた知識が主だったが、図書館情
報学概論Ⅱでは実際の司書の常務に関わる部分に触れ
られたように感じる」「春学期では図書館の歴史など
図書館に直接関係のある授業内容だったので最初は戸
惑ってしまいました」という感想もあった。科目名称
の問題もあり、授業の位置づけが一部の学生に正しく
伝わっていないことが考えられる。
　さらに、次年度の課題としては、「ほかの人々との意
見交換ができる機会があればいいと感じた」「掲示板を
使ってもっと受講生の意見などをリアルタイムで求め
てもよかった」「チャットを有効活用していない」とい
う他の人とのやり取りや、リアルタイムのやり取りが
したかったという回答もあった。次年度はインタラク
ティブな授業を行えるようにしたい。
６．考察とまとめ
　本授業では、ICT を得意としない文科系の学生を対
象に、演習を多く取り入れた授業を行った。例えば、
今後の図書館を考えるうえで重要になると思われる電
子書籍についての理解を深めるため、実際に iPad をさ
わって機能を体験したり、普段は利用者としてしか使
うことのない図書館システムを図書館員の視点から操
作してみるなどの演習を行った。授業後アンケートや
授業感想から、学生はこれらの情報機器にかなり高い
関心を持ったことが示された。
　iPad 演習や Enju 演習についてのアンケート結果で
は、5 件法での iPad 演習の評価が平均 4.21 点（SD=.71）、
Enju 演習については平均 4.00 点（SD=.70）であり、
これらの演習が学習に役立ったと学生が感じているこ
とが示された（表 4）。また、自由記述からも、学生が
図書館における情報技術について理解したり、関心を
持つようになったりしたことが示された。さらに、電
子書籍に関しては、授業前アンケートでは、多くの学
生が実際にふれたこともない状況であったが、iPad 演
習を通して電子書籍についての理解を深めることがで
きた。紙の本が好きという学生が多かったが、実際に
さわってみる体験を通して、電子書籍のメリット・デ
メリットについて考える契機になったといえる。
　これらの結果から、本授業実践では、通常の講義形
式の授業とは異なり、iPad 演習や Enju 演習といった演
習を多く取り入れたことによって、学生の図書館情報
技術に関する関心を高め、理解を深めることができた
といえるであろう。
７．おわりに：今後の課題
　最後に、次年度以降の課題について述べる。今後の
課題としては下記のようなものがある。
（１）演習用機器の更新
　iPad 演習では、図書館司書課程備品の「（第 1 世代）
iPad」を使ったため、電子書籍として注目されている
Amazon の「kindle」や楽天の「kobo」など、最新の
電子書籍アプリをインストールすることができなかっ
た。演習を行うために、機器を定期的に更新することや、
受講生に応じた台数を確保することなど、環境を整え
ていくことが必要になるといえるだろう。
（２）他の科目とのつながりの検討
　「図書館情報学概論Ⅱ」は概論科目として開講されて
いるが、半期科目だけでは情報化社会に適応できる司
書育成のための授業時間としては不十分であるといえ
る。iPad を使った電子書籍演習や図書館システム演習
は授業の 1 コマ、2 コマでは導入部分のみしか扱えず、
学生の興味・関心を高めるためには十分であるが、深
い理解やスキルを身に着けさせることができない。
　文部科学省は、司書課程の基礎科目で学んだことを
発展的に学ぶための科目として、選択科目を設置する
ように指示している。発展的な内容を扱う科目として
は「図書館基礎特論」（必修の各科目で学んだ内容を発
展的に学習し、理解を深める観点から、基礎科目に関
する領域の課題を選択し、講義や演習を行う）や「図
書館総合演習」（必修の各科目で学んだ内容を掘り下げ
て学習し、理解を深める観点から、少人数を対象に、
研究指導や論文指導あるいは見学会・講演会等を組み
合わせた総合的な演習を行う）があり、本学では「図
書館演習」がこの 2 科目を合わせた科目として、現在
週 2 コマが開講されている。例えば、現在開講されて
いる「図書館演習」2 コマのうち 1 コマを、図書館情
報技術やサービスについてより深く学ぶ科目と位置づ
けることができれば、1 年次に「図書館情報学概論Ⅱ」
で基礎的なことを学び、2 年次に「情報サービス論」、
3 年次に「情報サービス演習」と段階的に学び、最後
に「図書館演習」を履修することで、より深い内容を
扱うことも可能になるだろう。
　また、図書館の情報化が新課程の一つの大きな柱で
あり、図書館司書には今後さらに情報に関する知識と
スキルが要求されることになることを考え、カリキュ
ラム・科目間で授業内容を調整していく必要もあると
考えられる。
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　（参考資料）授業後アンケート内容
質問 1：学年を選択してください。
1 年　2 年　3 年　4 年　大学院　その他
質問 2：所属している学部・学科を記入してください。
質問 3：この授業で扱った内容で、最も興味深かったことは何で
すか。次の中から一つ選択してください。
　コンピュータの基礎知識
　コンピュータの 5 大要素
　計算機の歴史
　インターネットの歴史
　インターネット技術の基礎知識
　ウェブの歴史
　ハイパーテキスト
　情報化社会を考える
　サーチエンジンと Google
　学術情報の電子化
　電子書籍と図書館
　デジタルアーカイブ
　図書館システム
　セキュリティ対策
質問 4：この授業で扱った内容で、もっと時間をかけて説明して
ほしいと思ったことは何ですか。次の中から選択してください（複
数選択可）。
（選択肢は質問 3 と同じ）
質問 5：この授業で扱った内容で、あまり時間をかけなくてもよ
いと思ったことは何ですか。次の中から選択してください（複数
選択可）。
（選択肢は質問 3 と同じ）
質問 6：この授業を受けて、どのようなことを学ぶことができた
と思いますか。
質問 7：iPad を使った実習は、電子書籍について理解するために
役に立ったと思いますか。
５．とてもそう思う　４．そう思う　３．ふつう　２．あまりそ
う思わない　１．そう思わない　授業を休んだため実習できな
かった
質問 8：iPad を使った実習の良かった点・改善が必要だと思う点
があれば記入してください。　
質問 9：Enju を使った実習は、図書館システムを理解するために
役に立ったと思いますか。
５．とてもそう思う　４．そう思う　３．ふつう　２．あまりそ
う思わない　１．そう思わない　授業を休んだため実習できな
かった
質問 10：Enju を使った実習の良かった点・改善が必要だと思う
点があれば記入してください。
質問 11：HULiC は、学習をするうえで役に立ったと思いますか。
５．とてもそう思う　４．そう思う　３．ふつう　２．あまりそ
う思わない　１．そう思わない
質問 12：この授業で HULiC を使って、良かったと思う点があれ
ば記入してください。
質問 13：この授業で HULiC を使って、改善が必要だと思う点や
利用方法への意見があれば記入してください。
質問 14：この授業全体についての評価と感想を書いてください。
質問 15：来年度に向けて、授業を改善した方が良いと思う事が
あれば自由に記述してください。
